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気
象
の
基
礎
や
遭
難
疑
似
体
験
な
ど

気
象
遭
難
対
策
講
習
会
が
７
月

Ｈ
日
（火
）
午
後
６
時
よ
り
、
県
ス

ポ
ー
ツ
会
館
で
行
わ
れ
、
講
師
に

気
象
予
報
士

。
大
矢
康
裕
氏
を
迎

え
、
会
員
、　
一
般
な
ど
２５
名
が
参

加
し
た
。

講
義
は

一
般
か
ら
の
参
加
も
あ

り
気
象
の
基
礎
か
ら
始
め
ら
れ
、

ま
ず
、
基
礎
編
か
ら

「山
岳
の
天

気
の
基
本
」
と
し
て
、
雲
に
つ
い

て
知
る
こ
と
か
ら
、
雲
の
分
類
と

雲
形
に
つ
い
て
、
天
気
が
悪
く
な

る
時
に
出
る
雲
な
ど
、
低
気
圧
に

よ
る
雲
の
変
化
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
「
ど
ん
な
時
に
雲
が
で
き
る
の

か
」
空
気
は
上
昇
す
る
と
冷
え

（雲
が
で
き
る
）
下
降
す
る
と
温

ま
る

３
本が
消
え
る
）
冨
〓
が
で
き

る
条
件
」
と
し
て

（①
上
昇
気
流

が
あ
る
②
空
気
が
湿

っ
て
い
る
③

大
気
が
不
安
定
）
な
ど
、
ま
た
観

天
望
気
か
ら

「朝
か
ら
積
雲
が
湧

く
時
は
雷
に
注
意
」
す
る
。
止
む

な
く
雷
雲
の
中
に
入

っ
て
し
ま

っ

た
ら
、
直
ち
に
稜
線
な
ど
高
い
所

か
ら
す
ば
や
く
降
り
る
。
木
か
ら

４

ｍ
以
上
離
れ
る

（側
撃
を
避
け

る
）
雷
し
ゃ
が
み
の
姿
勢
を
と
る
。

そ
し
て
、
低
気
圧

・
高
気
圧
と

前
線
の
関
係
。
山
で
は

「風
を
読

む
」
こ
と
が
重
要
で
、
低
体
温
症

は
強
風
下
で
起
き
る
、
天
気
図
の

等
圧
線
の
間
隔
が
狭
い
ほ
ど
風
が

強
い
。
な
ど
山
岳
で
は
風
に
よ
る

影
響
が
大
き
い
こ
と
を
学
ん
だ
。

次
に
応
用
編
で
は
、
最
新
の
遭

難
の
事
例
か
ら
、
屋
久
島
で
の
遭

難
事
故
を
基
に
、
遭
難
の
疑
似
体

験

（行
動
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
実

習
）
を
す
る
。

想
定
事
例
と
し
て

「
６
月
９
日

か
ら
屋
久
島
に
６
人
パ
ー
テ
イ
ー

で
３
日
間
の
予
定
で
入
山
、
最
終

日
は
天
候
の
悪
化
が
予
想
さ
れ
て

い
る
」
詳
細
な
ペ
ー
パ
ー
が
配
ら

れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
参
加
者
が
４

班
に
分
か
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
は
同

じ
現
場
に
い
る
と
思

っ
て
想
像
力

を
働
か
せ
、
３
日
目
の
行
動
を
箇

条
書
き
に
ま
と
め
、
グ
ル
ー
プ
の

代
表
が
発
表
し
検
討
し
あ

っ
た
。

「
危
険
が
予
想
さ
れ
る
時
に
、
い

か
に
し

て
危
険
を
避
け
る
か
」

「
万

一
、
事
故
に
遭

っ
た
時
に
助

か
る
た
め
に
ど
う
行
動
す
る
か
」

普
段
か
ら
考
え
る
訓
練
を
し
て
お

く
こ
と
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
慌

て
な
い
た
め
に
と
て
も
大
事
な
こ

と
で
あ
る
と
結
ん
だ
。

最
後
は
、
夏
山
の
天
気
の
見
通

し
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
、
午
後

９
時
講
習
会
は
終
了
し
た
。

（岩
瀬
　
幹
生
）
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も
上
が
り
開
催
で
き
た
。　
　
　
　
一
餘
爾
翻
帥
飩
鶴
鐘
鰈
賠
』
吻
珈
一一一一
・赫

一
ィ
ミ
ン
グ
に
ま
た
、
挑
戦
し
て
み

一
て
く
れ
た
岳
連
の
人
た
ち
の
お
か
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実
技
は
、
初
級
ク
ラ
ス
は
、
ロ

ー
プ
と
ス
リ
ン
グ
の
結
び
方
、
強

固
な
ア
ン
カ
ー
の
構
築
、
自
己
確

保
、
一肩
が
ら
み
＆
デ
バ
イ
ス
に
よ

る
制
動
確
保
、
懸
垂
下
降
な
ど
、

基
礎
的
な
講
習
を
行

っ
た
。

上
級
ク
ラ
ス
は
、
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
の
確
認
、
強
固
な
ア
ン
カ
ー
の

構
築
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
ビ
レ
イ
、
肩

が
ら
み
＆
デ
バ
イ
ス
に
よ
る
制
動

確
保
、
セ
カ
ン
ド
の
確
保
と
自
己

脱
出
、
懸
垂
下
降
と
登
り
返
し
、

マ
ル
チ
ピ

ッ
チ
で
の
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
な
ど
の
講
習
を
行

っ
た
。

今
回
、
開
催
場
所
を
鞍
ヶ
池
か

ら
御
在
所
岳
に
変
更
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
例
年
と
比
較
す
る
と

よ
り
実
践
的
な
講
習
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
。

ま
た
、
受
講
生
か
ら
確
保
技
術

に
対
す
る
意
見
も
積
極
的
に
出
さ

マ
ル
チ
ピ

ッ
チ
で
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ハジ整ハ″整ハ″り
～
ノ 」`ハジにれ れ ら″ じゝハ″整ハ″にハジリハジにハジ駐ハ″

"ハ
″ 」ゝハ″憾ハしれ ら″整ハジ整ハ″

"ハ
″リ

れ
、
有
意
義
な
講
習
で
あ

っ
た
。

夜
は
北
谷
小
屋
で
交
流
会
が
行

わ
れ
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
。

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
講
習
会

を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
山
岳
会

の
枠
を
こ
え
た
交
流
の
輪
が
拡
が

っ
て
行
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（多
田
　
純

一
）

［知聯辣効ガ和炒評へ大４
］

７
月
１５

。
‐６
日
静
岡
県
浜
松
市

に
於
て
第
３８
回
国
民
体
育
大
会
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
山
岳
競
技
大
会

が
実
施
さ
れ
、
愛
知
県
は
少
年
男

女
と
も
１
位
と
な
り
、
１０
月
開
催

の
第
７２
回
愛
媛
国
体
に
出
場
し
た
。

各
選
手
は
次
の
と
お
り

▼
少
年
男
子
＝
野
口
凛
、
百
合
草

碧
皇
▼
少
年
女
子
＝
倉
奈
々
子
、

石
井
未
来
▼
成
年
男
子
＝
飯
島
裕

一
、
市
川
隆

一

（成
年
女
子
は
不

出
場
）
▼
監
督
＝
清
水
正
城
、
大

山
史
洋
、
岩
瀬
幹
生

第
７２
回
愛
媛
国
体
山
岳
競
技
が

１０
月
１
～
３
日
行
わ
れ
、
愛
知
県

勢
は
大
健
闘
、
成
績
次
の
と
お
り

▼
成
年
男
子
＝
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
３３

位
落
選
、
リ
ー
ド
４４
位
落
選

▼
少
年
男
子
決
勝
＝
リ
ー
ド
７
位

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
６
位

▼
少
年
女
子
決
勝
＝
リ
ー
ド
４
位

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
３
位

カ
ナ
ダ

ｏ
ワ
プ
タ
氷
原

山
ス
キ
ー
縦
走

豊
田
山
岳
会

磯

部
　
誠

「
ワ
プ
タ
ト
ラ
バ
ー

ス
」
は
カ

ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ツ
キ
ー
で
４
つ
の

無
人
の
山
小
屋
を
繋
ぐ
全
長
約
５０

ｋｍ
の
山
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
で
す
。

２
０
１
５
年
５
月
豊
田
山
岳
会

の
６
人
で
行

っ
て
来
ま
し
た
。
今

回
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
２
人
は
再
訪

で
あ
る
た
め
、
山
小
屋

の
予
約
を

自
分
達
で
行

い
ガ
イ
ド
レ
ス
で
行

っ
て
来
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
モ
ア
の

宿
も
カ
ナ
ダ
山
岳
会

の
ク
ラ
ブ

ハ

ウ
ス
を
使

い
、
カ
ナ
ダ
の
登
山
環

境

の
良
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

入
山
前
日
に
偵
察
に
行
き
ま
し

た
。
入
山
地
点

の
ペ
イ
ト
湖
に
つ

い
て
び

つ
く
り
で
す
。
前
回
氷

の

上
を
渡

っ
た
湖
の
氷
が
溶
け
て
い

ま
し
た
。
ボ
ー
湖
湖
岸
か
ら
の
入

山
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
先

の
ト

レ
イ
ル
を
み
る
と
３
０
０

ｍ
程
先

に
大
き
な
熊
が
の
っ
し
の
っ
し
と

歩

い
て
い
る
。
み
る
み
る
近
づ

い

て
き
た
の
で
慌
て
て
逃
げ
出
し
ま

し
た
。
こ
こ
ま
で
来
て
帰
る
こ
と

は
で
き
な

い
の
で
、
バ
ン
フ
の
町

で
熊

ス
プ
レ
ー
を
２
本
買

っ
て
熊

対
策
と
し
ま
し
た
。

翌
日
、
下
山
地
点
に
車
を
デ
ポ

し
、

ボ
ー
湖

の
駐
車
場

に
入

る

と
、
カ
ナ
ダ
の
２
人
組

（親
子
）

が
先
行
で
入
山
し
て
お
り
、
ち
ょ

っ
と
安
心
し
て
歩
き
出
し
ま
し
た
。

で
も
笛
を
吹
い
た
り
び
く
び
く
も

の
で
す
。
谷
筋
に
入
る
と
所
々
雪

が
割
れ
て
、
た
び
た
び
渡
渉
を
強

い
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
日
本
同

様
カ
ナ
ダ
で
も
暖
冬
だ

っ
た
よ
う

で
す
。
で
も
な
ん
と
か
５
時
間
ほ

ど
で
ボ
ー
小
屋
に
到
着
し
ま
し

た
。
ボ
ー
小
屋
に
は
３
パ
ー
テ
ィ

ー
が
い
て
氷
河
救
助
技
術
の
話
も

で
き
ま
し
た
。
グ
リ
ズ
リ
ー
に
出

会

っ
た
話
を
す
る
と
、　
一
日
で
３

頭
に
出
く
わ
し
た
こ
と
も
あ
る
そ

う
で
、
た
い
し
た
こ
と
な
い
と
笑

わ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
バ
リ
フ
オ
ー
小
屋

に
、
途
中
セ
ン
ト
ニ
コ
ラ
ス
と
オ

リ
ー
ブ
山
の
ピ
ー
ク
に
登
り
な
が

ら
入
り
ま
し
た
。
セ
ン
ト
ニ
コ
ラ

ス
は
ボ
ー
小
屋
か
ら
見
え
る
尖
峰

で
す
が
、
近
づ
い
て
み
て
も
両
側

が
切
れ
立

っ
た
剃
刀
の
よ
う
な
ナ

イ
フ
リ
ツ
ジ
に
な

っ
て
い
た
が
な

ん
と
か
ピ
ー
ク
に
立
て
、
滑
り
だ

け
で
は
な
い
ワ
プ
タ
氷
原
の
魅
力

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

バ
リ
フ
オ
ー
小
屋
に
着
く
と
、

雪
が
溶
け
て
小
屋
が
半
分
氷
河
の

池
に
漬
か

っ
て
い
た
。
僕
達
も
明

日
か
ら
は
引
き
返
す
決
断
を
す
る
。

僕
達
は
、
氷
河
湖
の
露
天
風
呂
に

漬
か
っ
て
さ
っ
ぱ
り
汗
を
流
し
、

ワ
プ
タ
氷
河
に
別
れ
を
告
げ
た
。

建設業許可を取りたい、日本国籍を取得したい (帰

化 )、 遺言を公正証書で作成 したい、戸籍謄本や除

籍謄本を代行取得して欲しい、任意成年後見の相談

をしたい、会計記帳を頼みたい等々 嬰嶽す
ぎ

輛痛
〒448メ」雀)T育程(1町 1-13
TEL0566(23)8611

定休日/火曜日
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て
      号
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平
成
２９
年
度
全
国
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会

遭
難
数
減
少
も
過
去

２
番
ロ

ノ

平
成
２９
年
度
全
国
山
岳
遭
難
対

策
協
議
会
が
、
７
月
７
日
（金
）
１０

時
よ
り
国
立
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
記
念

青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
警
察
、
消
防
、
山
岳
関
係
者

ら
２
５
０
人
が
参
加
し
た
。

会
議
は
、
最
初
に
警
察
庁
生
活

安
全
局
地
域
課

。
脇
山
義
人
氏
か

ら

「平
成
２８
年
に
お
け
る
山
岳
遭

難
の
概
況
」
が
報
告
さ
れ
た
。
２８

年
の
遭
難
発
生
件
数
２
４
９
５
件

（
前
年
対
比
１３
件
減
）
遭
難
者

２
９
２
９
人

（前
年
対
比
１
１
４

人
減
）
う
ち
死
者

・
行
方
不
明
者

３
１
９
人

（前
年
対
比
１６
人
減
）

負
傷
者
１
１
３
３
人

（前
年
対
比

‐８
人
減
）
無
事
救
助
１
４
７
７
人

（前
年
対
比
８０
人
減
）
で
前
年
よ
り

や
や
減
少
し
た
が
、
発
生
件
数

。

遭
難
者
数
は
、
統
計
の
残
る
昭
和

３６
年
以
降
で
、
過
去
２
番
目
に
高

い
数
値
だ

っ
た
。

（次
項
参
照
）

報
告
Ⅱ

「消
防
機
関
に
お
け
る

山
岳
救
助
活
動
体
制
及
び
訓
練
に

つ
い
て
」
は
、
静
岡
市
消
防
局
千

代
田
消
防
署
し
ず
は
た
出
張
所

。

河
田
篤
氏
、
望
月
将
悟
氏
か
ら
、

静
岡
地
区
は
３
０
０
０

ｍ
を
超
え

る
南
ア
ル
プ
ス
山
間
部
を
網
羅
し

迅
速
な
対
応
が
図
れ
る
よ
う
に
な

つ
た
。
ま
た
、
数
日
間
の
縦
走
や

沢
登
り
な
ど
、
ヘ
リ
を
出
動
さ
せ

た
現
地
で
の
実
践
的
訓
練
を
取
り

入
れ
、
静
岡
県
警
と
の
合
同
訓
練

を
実
施
す
る
な
ど
、
技
術
向
上
に

努
め
て
い
る
。
と
紹
介
さ
れ
た
。

つ
づ
い
て
講
演
が
行
わ
れ

「
コ

ン
パ
ス
新
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
」

を
山
岳
ガ
イ
ド
協
会

。
今
吏
靖
氏

か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
登
山
届
は
家

族
や
仲
間
は
も
ち
ろ
ん
、
警
察
や

行
政
と
共
有
し
て
い
く
時
代
で
あ

り
、
登
山
者
の
ほ
と
ん
ど
が
登
山

中
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
ち
歩

い
て
い
る
の
で
、
火
山
情
報
や
気

象
の
急
変
に
つ
い
て
も
登
山
中
で

も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
が
得
ら

れ
る
環
境
に
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も

登
山
届
け
が
楽
し
く
な
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
て
い
き
た
い

と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

講
演
Ⅱ

「
日
本
の
登
山
事
故
を

な
く
す
た
め
の
課
題
」
と
し
て
、

名
古
屋
工
業
大
学
教
授

・
北
村
憲

彦
氏
が
、
自
然
の
厳
し
い
環
境
は

い
ま
も
変

っ
て
い
な
い
。
い
く
ら

登
山
道
が
整
備
さ
れ
て
も
環
境
の

厳
し
さ
ま
で
変
わ
る
わ
け
で
は
な

い
。
更
に
大
切
な
の
は
引
き
返
す

判
断
が
で
き
る
パ
ー
テ
ィ
ー
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ア
ク

シ
デ
ン
ト
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
る
。

結
び
で

「
登
山
は
登
山
客
か
ら
自

立
し
た
登
山
者

へ
」
と
提
言
。

次
に

「事
故
を
防
ぐ
た
め
の
気

象
判
断
」
と
題
し
て
、
（株
）
ヤ
マ

テ
ン

・
気
象
予
報
士

。
猪
熊
隆
之

氏
が
講
義
。
新
た
な
試
み
と
し
て

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
議
題
」
と
し

て
参
加
者
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行

っ
た
。
最
近
の
気
象
に

関
係
す
る
遭
難
と
し
て
低
体
温

症
、
沢
の
増
水
、
落
雷
事
故
な
ど

が
あ
る
。
平
地
と
山
と
で
は
天
気

も
大
き
く
異
な
り
予
報
を
う
の
み

に
す
る
の
は
危
険
で
あ
り
、
天
気

図
を
理
解
し
予
測
す
る
こ
と
が
大

切
で
登
山
す
る
地
形
や
行
程
に
潜

む
危
険
を
予
知
し
、
必
要
な
装
備

を
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、
疑

似
天
候
が
予
測
さ
れ
る
４
月
３０
日

白
馬
三
国
境
で
１
名
の
遭
難
者
か

ら
通
報
と
い
う
設
定
に
基
づ
き
、

こ
れ
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
、
警

察
、
消
防
、
山
岳
関
係
者
そ
れ
ぞ

れ
が
検
討
し
た
。

最
後
の
講
演
Ⅲ
は

「
山
岳
遭
難

へ
の
ド
ロ
ー
ン
活
用
事
例
」
で
、

東
京
都
山
岳
連
盟

。
中
嶋
正
治
氏

か
ら
あ
り
、
都
岳
連
で
は
２
年
半

ほ
ど
前
か
ら
ド
ロ
ー
ン
に
関
す
る

研
究
を
行

っ
て
お
り
、
ス
カ
イ
シ

ー
カ
ー
は
じ
め
ド
ロ
ー
ン
製
造
メ

ー
カ
ー
他
５
社
と
の
連
携
を
結
ん

だ
と
の
こ
と
。
活
用
事
例
と
し
て

昨
年
行
方
不
明
と
な

っ
た
新
潟
の

ボ
ー
ダ
ー
捜
索
で
、
６
月
に
行

っ

た
捜
索
が
報
告
さ
れ
た
。

最
後
に
、
国
立
登
山
研
修
所

。

宮
崎
所
長
か
ら

「
山
岳
遭
難
事
故

防
止
の
た
め
に
」
の
提
案
を
了
承
、

日
山
協

・
亀
山
副
会
長
よ
り
挨
拶

が
あ
り
、
‐７
時
間
会
し
た
。

（高
橋
　
優
）

愛
知
岳
連

・
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
確
保
講
習
会

富
山
県
国
立
登
山
研
修
所
で
、

７
月
２２

・
２３
ロ
ス
ポ
‐
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
の
確
保

の
講
習
会
を
実
施

し
た
。
愛
知
岳
連

の
行
事
と
し
て
実
施

し
た
が
、
新
潟
、
富
山
、
岐
阜
、

三
重
、
埼
玉
な
ど
の
県
か
ら
も
参

加
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
確
保
に
つ
い
て
の
知
識
の
習

得
や
親
睦
が
で
き
、
大
変
意
義
あ

る
講
習
会
と
な

っ
た
。

CLIMBINe pARK  東三河初のクライミング施設

カジュアルユニフォ"ム &グッズ
デザイン・企画。制作
鳥素晶獣、。x

Original Wear&Goods

オリジナルウェア・CMウェア(広告掲載)
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《全国山岳遭難発生概要》
◆態様別山岳遭難者

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

人数 人数 人数 人数 人数 構成比

道 迷 1,031 11134 1,163 1,202 1,116 38.1%

滑 落 380 460 501 501 498 17.0%

転 任」 346 393 401 467 471 16.1%

病 をュ 186 221 187 232 229 7.8%

疲 労 132 137 162 172 204 7.0%

そ の 他 390 368 380 469 411 14.0%

転 落 93 73 90 107 108 3.7%

亜
小

天 1柔 37 64 42 70 18 0.6%

野 生 動 物 襲 撃 34 42 48 43 42 1.4%

落 石 12 17 16 25 16 0.5%

雨
ヨ

］朋 8 20 9 17 8 0.3%

落 5 3 1

鉄 砲 水 18 7 2 2 0.1%

有 毒 ガ ス 1

そ の 他 136 83 108 128 146 5,0%

不 明 47 58 65 78 71 2.4%

計 2,465 2,713 2,794 3,043 2,929 100.0%

◆年令層別山岳遭難者

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

人数 人数 人数 人数 人数 構成比

20 歳 未 満 165 230 153 201 174 5.9%

20 29 199 236 222 228 194 6.6%

30 39 263 251 281 277 291 9.9%

40 49 267 332 333 372 366 12.5%

50 59 343 406 402 397 421 14.4%

60 69 681 686 744 791 746 25.5%

70 79 451 466 537 609 565 19.3%

80 89 92 97 114 151 161 5.5%

90 歳 以 上 3 9 6 14 10  1   0.3%

計 2,465 2,713 2,794 3,043 2,929 100.0%

◆単独登山者の遭難状況

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

人数 人数 人数 人数 人数 構成比

遭 難 者 757 852 941 1,068 988 100.0%

死者・行方不明者 149 164 190 185 184 18.6%

1死   者 119 131 160 160 150 15.2%

1行 方 不 明 者 30 33 30 25 34 3.4%

負 傷 者 256 284 291 350 327 33.1%

無 事 救 出 者 352 404 460 533 477 48.3%

全 遭 難 者 に 占 め る

単独登山中の遭難者の割合
30.7% 31.4% 33.7% 35.1% 33.7%

◆都道府県別山岳遭難発生状況

者5 道 府 県 発生件数 遭難者 (人 ) 死者 (人 ) 行方不明者(人 ) 負傷者 (人 ) 無事救出(人 )

長 野 県 272 303 43 6 150 104

海 道 206 232 24 2 59 147

東 一只 者5 151 167 14 65 88
自 山 県 116 128 9 2 61 56

愛 矢ロ 県 24 33 1 1 12 19
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自
然
保
護
の
取
り
組
み
や
伝
続
物
視
察

自
然
保
護
委
員
長
　
一山
本

９
月
９
～
１０
日
の
２
日
間
、
石

川
県
白
山
市
の
白
峰
に
あ
る
自
由

国
立
公
園
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た

「平
成
２９
年
度
全
国
自
然
保
護
委

員
総
会
」
と

「第
４‐
回
山
岳
自
然

保
護
の
集
い
。
白
山
大
会
」
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
全
国
３０
の
都
府
県
の

自
然
保
護
担
当
者
と
日
本
山
岳

。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
の

役
員
、
地
元
、
石
川
県
山
岳
協
会

の
方
々
ら
総
勢
約
百
名
の
参
加
者

で
し
た
。
今
年
は
白
山
が
開
山
千

三
百
年
と
い
う
こ
と
で
主
催
者
を

は
じ
め
、
石
川
県

の
関
係
者

の

方
々
も
特
に
力
が
入

っ
て
い
る
よ

う
で
、
ま
た
全
国
３０
の
都
府
県
の

代
表
が
集
ま

っ
た
の
も
過
去
最
高

と
の
こ
と
で
し
た
。

開
会
式
で
は
、
日
山
協

・
松
隈

豊
自
然
保
護
委
員
長
が
挨
拶
、
石

川
県
山
岳
協
会

・
石
森
長
博
副
会

長
が
、
開
山
千
三
百
年
を
迎
え
た

白
山
を
テ
ー
マ
に

「白
山
信
仰
と

文
化
遺
産
」
と
い
う
基
調
講
演
を

さ
れ
、
開
祖
泰
澄
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
、
山
麓
で
守
ら
れ
て
き
た
下
山

仏
、
多
彩
な
高
山
植
物
な
ど
詳
し

く
紹
介
さ
れ
、
大
変
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
都
府
県
の
代
表
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
性
の
あ
る
取

り
組
み
が
報
告
さ
れ
、
愛
知
県
に

於
て
も
自
然
保
護
指
導
員
と
の
親

睦
を
ば
じ
め
、
県
独
自
の
取
り
組

み
を
進
め
、
自
然
保
護
の
活
動
を

さ
ら
に
活
発
に
し
て
い
き
た
い
と

い
う
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

夜
の
懇
親
会
で
は
、
参
加
者
の

お
国
自
慢
の
地
酒
が
振
る
舞
わ
れ

た
り
、
Ｐ
Ｒ
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り

全
国
大
会
な
ら
で
は
の
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
２
組
に
分
か
れ
て

フ
イ
ー
ル
ド

・
ス
タ
デ
イ
ー
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
１
班
は
半
日
の

日
程
で

「白
峰
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
」
視
察
を
行
い
、
自
峰

の
民
俗
資
料
館
、
下
山
仏
が
安
置

さ
れ
て
い
る
林
西
寺
、
自
山
砂
防

セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。　
一

般
見
学
で
は
聞
く
事
の
で
き
な
い

詳
し
い
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
２
班
は
１
泊
２
日
の
日

程
で
快
晴
の
下
、
白
山
登
山
に
で

か
け
ま
し
た
。

私
は
１
班
に
参
加
し
、
自
峰
地

区
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
大
変

興
味
を
持

つ
こ
と
が
で
き
、
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
回
、
全
国
大
会
に
参
加
し
て

８
月
か
ら
就
任
の
初
仕
事
と
し
て

は
大
変
充
実
し
た
２
日
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
、
自
然
保
護
委
員

長
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
愛

知
県
独
自
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

が
ど
ん
な
こ
と
な
の
か
、
日
処
も

つ
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
、

自
然
保
護
指
導
員
同
士
の
親
睦
を

深
め
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を

強
く
持

つ
行
事
で
し
た
。

平
成
２９
年
度
全
国
自
然
保
護
委
員
総
会

洋

明

．■
常
一任
一理
一事
一．一一一一一一一会
，
●

▼
９
月
５
日
（火
）
Ｏ
Ｍ
Ｃ
ビ
ル

〔出
席
者
〕
安
藤
会
長
、
高
橋
副

会
長
、
岩
瀬
副
理
事
長
、
多
田
、

岩
狭
、
栗
木
、
星
、
高
木
、
谷

澤
、
椙
山
、
本
田
（陽
）
、
関
谷

各
常
任
理
事
、
中
平
等
顧
間

Ｉ
　
報
告
事
項

１
．
全
国
高
等
学
校
登
山
大
会

（７
／
３０
～
８
／
３
山
形
）

２
　
第
２
回
Ｊｒ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講

習
会

（８
／
９
ビ
ッ
グ
ロ
ッ
ク

名
古
屋
）
岩
狭

３
．
第
２０
回
Ｊｏｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ

ツ
ク
カ
ツ
プ

（８
／
１２
～
‐４

富
山
）

４
　
全
国
ル
ー
ト
セ
ツ
タ
ー
研
修

会
０

（８
／
１５
～
‐７
富
山
）

５
　
高
体
連
夏
期
大
会

（８
／
２２

～
２４
県
民
の
森

。
海
老
沢
）
岩

狭
６
　
少
年
少
女
登
山
教
室

（８
／

２０
鈴
鹿

。
朝
明
渓
谷
）
安
藤

７
．
そ
の
他

Ⅱ
　
審
議

。
お
知
ら
せ
事
項

１
。
日
山
協
自
然
保
護
委
員
総
会

（９
／
９
～
１０
白
山
市
）
栗
木

２
　
県
民
登
山
教
室
説
明
会

（９

／
‐２
県
ス
ポ
）
岩
瀬

３
　
県
民
登
山
教
室
②

（９
／
２３

本
宮
山
）
岩
瀬

４
．
中
高
年
安
全
登
山
指
導
者
講

習
会

（９
／
２２
～
２４
静
岡
）
安

藤
５
．
救
助
技
術
講
習
会

（９
／
３０

～
１０
／
１
御
在
所
岳
）

６
．
県
民
登
山
教
室
③

（１０
／
２８

鈴
鹿

。
朝
明
渓
谷
）
岩
瀬

７
。
「
山
の
日
」
を
祝
う
会

（
１０

／
２８
～
２９
北
谷
小
屋
）

８
．
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
カ

ッ
プ
の
開
催

（１２
／
９
～
１０
愛

知
プ
レ
イ
マ
ウ
ン
テ
ン
）

９
．
第
２‐
回

「遭
難
を
考
え
る
」

講
演
会

（Ｈ
／
２４
県
ス
ポ
）

１０
。
そ
の
他

■
今
年
は
や
っ
ぱ
り
風
水
害
が
多

か
っ
た
。
近
頃
の
台
風
は
風
と
雨

が
同
時
に
や
っ
て
来
る
。
以
前
は

風
の
後
に
雨
が
降

っ
て
来
た
記
憶

が
あ
る
が
、
や
っ
ぱ
り
気
候
変
動

の

一
因
か
な
…
―

■
今
夏
も
暑
さ
を
感
じ
つ
つ
過
ぎ

去

っ
た
。
夏
山
は
高
山
で
の
稜
線

歩
き
は
快
適
だ
が
、
低
山
に
も
楽

し
さ
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
特
に
蝉

の
声
、
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
の

「
ミ
ー

ン
ミ
ン
ミ
ン
ミ
ー
ー
」
と
い
つヽ
立日

感
が
な
ん
と
も
た
ま
ら
ず
、
つ
い

出
か
け
て
し
ま

っ
た
。
　

　

（Ｎ
）

冬
山
遭
難
対
策
会
議

・
‐２
月
１９
日
閃
１９
時
～

・
愛
知
県
ス
ポ
ー
ツ
会
館

※
リ
ー
ダ
ー
又
は
代
理
の
方
は

計
画
書
１０
部
持
参
下
さ
い
。

◆
１１
～
１
月
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル

餃光庁養官登録旅行策第490号 /← 1)磨 本旅行難協会正会員

珀颯 磯鮮 》疵
海外 トレッキング/世界の山旅 専門旅行会社
ますは「ツアーカタログ」ご請求下さい

個人&グループでのご利用お待ち申し上げます

名古屋営業所 TEL:052-581-3211
〒450-0002名 古屋市中村区名駅 3-23-2第 3千福ビル 3階

FAX:052-561-8338  E― mallinagOyaealpine― tour.oom
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月  日 容内

11.7
11.11

11.11～ 12

11.24

12.5
12. 9-10
1219
1223-24
19
1.16

1.23

常任理事会 (OMCビ ル)
読図講習会 (大高緑地公園)
高体連 。新人大会 (釈迦ヶ岳 )
第21回「遭難を考える」講演会(県スポーツ会館)
常任理事会 (OMCビ ル)
ボルダリングジャバンカップ(愛知プレイマウンテン)
冬山遭対会議 (天気予報)県スポーツ会館
全国高校選抜クライミング選手権 (埼玉 )
常任理事会 (OMCビ ル)
高校登山部委員会 (県教育会館 )
指導員集会 (豊橋)1.30県スポーツ会館
第 4回理事会


